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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

現 代 詩 ラ  ・  メ ー ル

が 巡 り し ば し 瞑 目 。 私 に と っ て 新 川 和江 氏 と い え ば 吉 原 幸 子 氏 と 立 ち 上 げ た「 現 代 詩 ラ ・ メ ー ル 」 だ 。 こ の 出 会 いは 私 の 人 生 の 一 番 の 出 来 事 。　 【 お 誘 い ・ 菜 っ 葉 も 刻 も う 詩 も 書 こう 。 子 供 も 産 も う 空 も 飛 ぼ う 。 与 え られ た 生 を 悔 い な く 十 分 に 生 き よ う と 希う 女 性 た ち が 、 自 己 表 現 の 手 段 と し て詩 を 選 び と る 時 代 で す 。 そ れ は 、 家 とい う も の が 重 た く 女 に の し か か っ た 時代 、 男 が 女 に 隷 属 を 強 い て い た 時 代 、暗 い 台 所 で 女 性 詩 人 が や む な く 筆 を 折っ た 時 代 か ら 、 新 し い 時 代 へ の 転 換 と

　
８ 月

2 1日 の 新 聞 に 『 詩

人 ・ 新 川 和 江 さ ん 死 去 』 とあ り 驚 い た 。 い ろ ん な 思 い

い え ま し ょ う 。  「 現 代 詩 ラ ・ メ ール 」 は 、 女 た ち が 自 分 の 言 葉 で 、 自由 に 自 分 た ち を 表 現 す る 場 。  「 現 代詩 ラ ・ メ ー ル 」 は 、 詩 を 目 ざ す あ らゆ る 女 性 た ち に 開 か れ た 、 あ な た 自身 の 劇 場 。 あ な た も 扉 を 開 い て み ませ ん か 】  。　
私 は す ぐ に 会 員 に な り 、 １ ９ ８ ３

年 の 創 刊 号 か ら １ ９ ９ ３ 年 の 終 刊 号ま で 投 稿 欄 に 拙 い 詩 を 送 り 続 け た 。取 り あ げ て 批 評 を い た だ い た の は ４回 し か な い 。 が 、 そ れ が ど れ ほ ど 励み に な っ た こ と か 。 感 謝 し か な い 。　
新 川 氏 に は 柳 井 市 の 「 山 口 県 詩 人

大 会 」 で お 会 い し た 。 吉 原 氏 に は 東京 の 自 宅 の 詩 の 会 に 一 度 行 き カ ッ プ酒 を

吞
み な が ら 深 夜 ま で お 話 を 聞 い

た 。 お 二 人 に は 後 光 が 射 し て い た 。

大 内 塗 教 室 の 様 子 （ 内 容 ）  ・ 講 師 ・ 開 講 期 間（ 日 時 ）  ・ 受 講 料 ・ 定 員 は次 の 通 り 。　
「 陶 芸 教 室 」  （ 伝 統 工

芸 ・ 萩 焼 の 作 り 方 の 基 本を 半 年 間 学 ぶ ）  ・ 藤 元 和寛 さ ん と 竹 重 康 弘 さ ん ・
1 0月 〜 来 年 ３ 月 （ Ａ 班

：

第 １ 火 ・ 水 曜 午 前 ９ 時 半〜 正 午 、 Ｂ 班

：

第 １ 木 ・

金 曜 午 後 １ 時 〜 ４ 時 ）  ・土 と 焼 成 代 な ど の 実 費 ・各 班

2 0人 ▽ 「 大 内 塗 教

室 」  （ ア ク セ サ リ ー や オブ ジ ェ を 製 作 す る ）  ・ 金子 祐 樹 さ ん ・

1 0月 〜 来 年

３ 月 （ 第 １ ・ 第 ３ 土 曜 午前

1 0時 〜 正 午 ）  ・ １ 万 ２

千 円 ・

1 0人 ▽ 「 パ ッ チ ワ

ー ク と ち り め ん 細 工 」
（ は さ み 入 れ 、 ポ ー チ 、

ク リ ス マ ス 小 物 等 を 製作 ）  ・ 山 部 和 子 さ ん （ キル テ ィ ン グ イ ン ス ト ラ クタ ー ）  ・

1 0月 〜 来 年 ２ 月

（ 第 １ ・ 第 ３ 水 曜 午 前 ９
時 半 〜

1 1時 半 ）  ・ ６ 千 円 ・

1 2人 ▽ 「 こ ど も の 茶 の 湯
教 室 」  （ 表 千 家 の 茶 の 湯の 基 本 的 な 作 法 を 学 ぶ ）  ・

　
山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合

セ ン タ ー （ 山 口 市 下 竪 小路 ） は 、

1 0月 に 開 講 す る

初 心 者 向 け 「 も の づ く り教 室 」 ５ 講 座 の 受 講 者 を募 集 し て い る 。 講 座 名

弓 﨑 洋 子 さ ん ・

1 0月 〜 来

年 ３ 月 （ 第 ２ ・ 第 ４ 日 曜午 後 １ 時 半 〜 ４ 時 ）  ・ １カ 月 ２ 千 円 ・ ３ 人 （ 対象

：

小 学 ４ 年 生 以 上 ） ▽

「 染 色 教 室 」  （ 藍 染 め 技 法を 学 ぶ ）  ・ 藤 木 律 子 さ ん（ 手 織 り ・ 染 色 家 ）  ・

1 0月

〜 来 年 ２ 月 （ 第 １ ・ 第 ３水 曜 午 後 １ 時 〜 ３ 時 ）  ・８ 千 円 ・

2 0人

　
受 講 希 望 者 は 、 同 館

（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

３

３ ３ ３ ） へ 電 話 す る か 、

ふ る さ と 伝  承 セ ン タ ー
1 0 月 か ら 初 心 者 向 け 教 室

直 接 窓 口 で 申 し 込 む 。 締め 切 り は ９ 月

1 0日  （ 火 ）

で 、 応 募 者 多 数 の 場 合 は抽 選 と な る 。 た だ し 、 人

気 の 高 い 講 座 は 、 ８ 月 中に 締 め 切 ら れ る ケ ー ス もあ る と い う 。着 ）  。 小 学 ４ 年 生 以 上 が対 象 だ 。 申 し 込 み ・ 問 い合 わ せ は 同 セ ン タ ー へ 。

高 木 直 哉 さ ん と 近 藤  一  義 さ ん  に よ る 作 品 展

「 ジ オ ラ マ 展 Ⅱ 」

　
同 館 で は 、 ９ 月

1 6日

（ 月 ・ 祝 ） ま で 、 マ ン スリ ー 企 画 「 ジ オ ラ マ 展Ⅱ 」 が 開 か れ て い る 。 山口 市 在 住 の ジ オ ラ マ 作家 、 高 木 直 哉 さ ん と 近 藤一 義 さ ん に よ る 作 品 展で 、 好 評 だ っ た ２ ０ ２ ２年 ６ 月 に 続 く ２ 回 目 。 観賞 無 料 。　
高 木 さ ん は 、  「 ミ リ タ

リ ー モ デ ル 」  （ 主 に 第 二次 世 界 大 戦 以 降 の 陸 戦 兵器 の 模 型 ） を 得 意 ジ ャ ンル と す る モ デ ラ ー で 、 近藤 さ ん は 「 タ ミ ヤ 人 形 改造 コ ン テ ス ト 」 の 常 連 受賞 者 。 本 展 に は 、 コ ン テス ト 受 賞 作 や 雑 誌 掲 載 作な ど 、 ２ 人 に よ る え り すぐ り の 作 品 が 並 ぶ 。　
会 期 中 に は 、 ジ オ ラ マ

作 り の ワ ー ク シ ョ ッ プ も開 か れ る 。 日 時 は 同 ７ 日（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 午 後 ３

時 ま で 。 動 物 の キ ッ ト を使 う ミ ニ ジ オ ラ マ を 製 作す る 。 参 加 料 は １ 千 円で 、 定 員 は

1 0人 程 度 （ 先

～  ９ 月  １ ６ 日



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ８ 月 ２ ４ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

毎 回 人 気 の 「 ア ユ の つ か み ど り 」

　
８ 月 ３ 日 の 大 分 ト リ ニ

ー タ 戦 を 「 １ 万 人 プ ロ ジェ ク ト 」 の 対 象 試 合 と して 開 催 し 、 １ 万 ０ ８ ９ ３人 の 方 に ご 来 場 い た だ きま し た ！

　
今 シ ー ズ ン ３

回 目 の チ ャ レ ン ジ で 、 つい に 目 標 達 成 。 パ ー ト ナー 企 業 様 、 自 治 体 様 そ して サ ポ ー タ ー の 皆 様 が 作っ て く だ さ っ た １ 万 人 の

入 っ た ス タ ジ ア ム の 中で 、 選 手 た ち も 躍 動 し 、２

－

０ で 勝 利 す る こ と

が で き ま し た 。 本 当 に あり が と う ご ざ い ま し た 。　

3 1日  （ 土 ）  の フ ァ ジ ア ー

ノ 岡 山 戦 も １ 万 人 プ ロ ジェ ク ト の 対 象 試 合 で す 。再 度 観 衆 １ 万 人 実 現 の ため に も 、 皆 様 の ご 来 場 をお 待 ち し て い ま す ！

 １ 行 記 事　 有 田 焼 「 人 間 国 宝 　 十 四 代 今 泉 今 右 衛 門 展 」 が 、 山 口 井 筒 屋 で ２ ６ 日 （ 月 ） ま で 。 き ょ う ・ あ す は 作 家 も 来 場 し 、 き ょ う 午 後 ２ 時 か ら は ギ ャ ラ リ ー ト ー ク も 。

診 察 中 ( 1 6  4 )

頭  痛 ・ め  ま  い ・ も  の  忘  れ
　
今 年 度 よ り 脳 ド ッ ク 学 会 認

定 医 制 度 も 始 ま り ま す 。

7 5歳

未 満 の 山 口 市 国 民 健 康 保 険 の方 は 簡 易 脳 ド ッ ク も 利 用 出 来ま す （ 今 年 度 は

1 2月

2 0日 ま

で ）  。 な く 、 認 知 症 予 防 の 比 率 が 高 ま っ て い る た め です 。 今 後 は 、 ま だ 健 常 な 時 期 か ら 認 知 機 能 状 態 を正 確 に 把 握 し 、 生 活 習 慣 病 等 の リ ス ク 管 理 を 積 極的 に 行 う 仕 組 み が 脳 ド ッ ク に 求 め ら れ て い ま す 。無 症 状 の 小 さ な 病 変 ま で 検 出 す る 性 能 を 持 つ Ｍ ＲＩ 機 器 の 使 用 、 専 門 医 に よ る 画 像 読 影 、 紙 面 の みで な い 直 接 対 面 で の 受 診 結 果 の 説 明 と 指 導 に 加 えて 、 認 知 機 能 検 査 や 、 頸 動 脈 超 音 波 検 査 を 行 う コー ス も 設 定 す る こ と が 学 会 認 定 施 設 （ 県 内 は 当 院を 含 め て ４ 施 設 ） の 基 準 と な っ て い ま す 。

Ｑ ． 脳 ド ッ ク の 役 割 は ど の よ う な も ので す か ？Ａ ．

日 本 脳 ド ッ ク 学 会 は 、  「 脳 卒 中 ・ 認

知 症 予 防 の た め の 医 学 会 」 と い う サ ブタ イ ト ル が つ い て い ま す 。 脳 ド ッ ク に対 す る 社 会 的 要 望 は 脳 卒 中 予 防 だ け で脳 ド  ッ  ク と 脳 卒 中  ・  認 知 症 予 防脳 ド  ッ  ク と 脳 卒 中  ・  認 知 症 予 防

　
９ 月

８日
（ 日 ）  に

椹 野 川漁 協 平川 養 魚所 （ 山口 市 平川 河 川公園内 ） で開 か れる 「 第
3 4回 ふ

し の 川漁 協 まつ り 」

上 ）  」 の 部 （ 定 員 ３ ０ ０人 ） が 午 後 ０ 時 半 か ら １時 、  「 幼 児 」 の 部 （ 定 員２ ０ ０ 人 ） が １ 時 半 か ら２ 時 の 時 間 帯 に 実 施 さ れる 。  「 小 学 ４ 〜 ６ 年 」 と
「 大 人 」 の 部 で ７ 匹 以 上

捕 っ た 〝 優 秀 者 〞 は 、 ２時 か ら の 「 あ ゆ 取 り 名 人決 定 戦 」 に も 出 場 で きる 。　
申 し 込 み は 、 往 復 は が

き の 往 信 用 裏 面 に ① 郵 便番 号 ② 住 所 ③ 氏 名 ④ 参 加区 分 ⑤ 電 話 番 号 を 、 返 信用 表 面 に ① ② ③ を 、 同 裏面 に ③ ④ を 明 記 し 、 主 催の 椹 野 川 漁 業 協 同 組 合
（ 〒 ７ ５ ３

－

０ ８ ３ １

　

山 口 市 平 井 ３ ４ ０

－

１ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

３ ５

３ ７ ） へ 郵 送 す る 。 締 め

切 り （ 必 着 ） は

2 9日

（ 木 ）  。　
な お 、 同 ま つ り 自 体 は

同 日 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ２時 半 ま で 開 催 さ れ る 。 小雨 決 行 で 、 荒 天 の 場 合 は中 止 と な る 。

　

　
活 ア ユ 、 天 然 ア ユ の 塩

焼 き 、 甘 露 煮 な ど が 特 価販 売 さ れ る 。 さ ら に 、 弁当 、 焼 き そ ば 、 か き 氷 、生 ビ ー ル 、 ジ ュ ー ス 等 の販 売 コ ー ナ ー も 設 け られ 、 午 前

1 1時 半 か ら は ア

ユ 飯 と カ ニ 汁 の 無 料 試 食（ 各 数 量 限 定 ） も 。　
同 漁 協 で は 、 ア ユ を は

じ め と す る 内 水 面 の 恵 みを 感 じ て も ら い 、 環 境 美化 を 促 進 す る た め に 、 四半 世 紀 を 超 え て こ の イ ベン ト を 開 催 し て い る 。　
椹 野 川 は 、 山 口 市 の 市

街 地 を 流 れ る 延 長 約

3 0㌔

メ ー ト ル の 二 級 河 川 。 大小

2 4の 支 流 を 含 め 、 上 流

か ら 河 口 域 ま で の 流 域 すべ て が 山 口 市 内 に 収 まり 、 川 の 周 辺 に は さ ま ざま な 生 き 物 が 生 息 し て いる 。

に お け る 「 ア ユ の つ か みど り 」 へ の 参 加 者 が 募 集さ れ て い る 。 全 部 で 約 ３５ ０ ０ 匹 が 用 意 さ れ て おり 、 参 加 は 無 料 。　
コ ロ ナ 禍 以 前 ま で 実 施

さ れ て い た 「 団 体 戦 」 はな く 、  「 個 人 戦 」 の み で開 催 さ れ る 。  「 小 学 １ 〜３ 年 」 の 部 （ 定 員 ２ ０ ０人 ） が 午 前

1 0時 か ら

1 0時

半 、  「 小 学 ４ 〜 ６ 年 」 の部 （ 同 ） が

1 1時 か ら

1 1時

半 、  「 大 人 （ 中 学 生 以　
県 相 続 セ ン タ ー 山 口 店 と 司 法 書 士 事

務 所 さ く ら ば た け 事 務 所 に よ る 「 お 盆明 け の 駆 け 込 み 無 料 相 談 会 」 が 、

3 1日

（ 土 ）  に 県 教 育 会 館 （ 山 口 市 大 手 町 ２ ）
で 、 ９ 月 １ 日  （ 日 ）  に は 小 郡 ふ れ あ い セン タ ー （ 山 口 市 小 郡 下 郷 ） で 開 か れる 。 両 日 と も 完 全 予 約 制 。　

土 地 、 不 動 産 登 記 に 関 す る こ と や 遺
言 書 作 成 、 生 前 対 策 で で き る こ と など 、 相 続 に つ い て の 幅 広 い 内 容 を 、 中村 賢 司 さ ん （ 相 続 診 断 士 ） と 山 本 崇 さん （ 司 法 書 士 ） に 相 談 で き る 。 両 者 によ る 合 同 相 談 会 は 、 昨 年 ７ 月 と

1 2月 、

今 年 ５ 月 に 続 く ４ 回 目 。  「 相 続 の 悩み 事 は 多 岐 に 渡 り 、  『 ど こ に 相 談 にい く べ き か 分 か ら な い 』 と の 声 を よく 耳 に す る 。 本 相 談 会 は 、 相 続 診 断士 と 司 法 書 士 が ２ 人 揃 っ て 話 を 聞 くの で 、 あ ら ゆ る 相 談 に 対 応 で き る と思 う 」 と 両 者 。　
相 談 時 間 は １ 組

4 0分 程 度 で 、 事 前

の 申 し 込 み が 必 要 。 開 催 時 間 は 、 両日 と も 午 前

1 0時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 。

　
申 し 込 み は 、 予 約 専 用 ダ イ ヤ ル

（

０ １ ２ ０

－

７ ８

－

５ ４ ０ ０ 、 平 日

午 前 ９ 時 〜 午 後 ５ 時 ） へ 。

「 ア ユ の つ か み ど り 」 へ の 参 加 者 募 集 中

ふ し の 川 漁 協 ま つ り
９ 月 ８ 日

相 続 診 断 士 と 司 法 書 士 が 完 全 予 約 制 で

「 お 盆 明 け の 駆 け 込 み 無 料 相 談 会 」３ １ 日 ・ ９ 月 １ 日
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－

９ ２ ９

－
０ ０ ２ ６

安 藤

 亮 太 郎

 院 長

Ｑ . 血 液 検 査 で 腎 臓 は 良い と 聞 い て い ま す が 、 尿検 査 は 必 要 な の で し ょ うか ？Ａ .

一 般 的 に 腎 機 能 が 良

い と さ れ て い る 場 合 で あっ て も 、 腎 臓 病 が 進 行 して い る 場 合 が あ り ま す 。血 液 だ け 定 期 検 査 し て いる Ａ さ ん 、 血 液 と 尿 の 両方 を 定 期 検 査 し て い る Ｂさ ん 、 こ の ２ 人 が 腎 臓 病に 罹 患 さ れ た 場 合 、 そ の診 断 時 期 に は 大 き な 差 が出 る 可 能 性 が あ り ま す 。多 く の 腎 臓 病 で 最 も 早 く出 る 異 常 サ イ ン は 尿 の 変化 で あ り 、 そ の 変 化 は 血液 よ り も 鋭 敏 で す 。 こ の場 合 、 Ｂ さ ん は 腎 臓 が 悪化 す る 前 に 治 療 を 始 め るこ と が で き ま す 。　
腎 臓 の 主 な 働 き は 、 血

液 中 の 不 要 と な っ た 水 分や 老 廃 物 だ け を 選 択 し て体 の 外 に 捨 て る こ と です 。 腎 障 害 が あ る 程 度 進む と 、 老 廃 物 の 蓄 積 に よっ て 血 液 検 査 で 気 付 く こと が で き ま す が 、 尿 検 査で は 障 害 が 進 む 前 か ら 異常 を 察 知 す る こ と が で きま す 。　
腎 臓 病 で は 、 早 期 発

見 、 診 断 、 治 療 ま で 、 尿検 査 は 常 に 欠 か せ な い 検査 で す 。 か か り つ け 医 で検 査 を 受 け ら れ 、 専 門 医の 受 診 を ご 検 討 く だ さい 。

 １ 行 記 事　 高 品 質 な 大 音 量 の 中 映 画 を 鑑 賞 す る 「 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 爆 音 映 画 祭 」 が 、 ２ ９ 日 （ 木 ） か ら ９ 月 １ 日 （ 日 ） ま で 同 館 で 。 ２ ０ １ ３ 年 か ら 毎 年 続 け ら れ て い る 人 気 の 催 し 。

Ⅳ
（ わ れ 等 物 事 に 寛 大 で あ り ま せ う ）

�

�

ヴ  ェ  ル レ ー ヌ生 前 未 発 表 翻 訳 詩 篇

わ れ 等 物 事 に 寛 大 で あ り ま せ う 。か く て こ そ わ れ 等 は 幸 福 で あ り ま せ う 、そ し て も し わ れ 等 の 生 活 に 気 む づ か し い 時 が あ つ て も 、ね え 、 た だ 二 人 し て 泣 い て ゐ ま せ う 。と り と め な い わ れ 等 の 誓 に あ ど け な い 優 し さ を こ そた ぐ へ ま せ う 、 わ れ 等 相 寄 る 魂 は 、世 の 男 達 女 達 か ら 遠 く 離 れ て 、わ れ 等 を 逐

（ お ）

ひ 退 け る も の の こ と を き れ い に 忘 れ て 。

二 人 の 子 供 、 二 人 の 若 い 娘 の や う で あ り ま せ うな に も の に 耽

（ ふ け ）

る こ と な く な に も の に 驚

おどろ

異 か ざ る な き 。

よ ご れ な き あ か し で の 下 、 恕

（ ゆ る ）

し 合 ひ そ れ と も 知 ら で

蒼 ざ め ゆ か ん 二 人 の 子 供 、 二 人 の 娘 。
6 5

フ ラ ン ス の 詩 人 ポ ー ル ・ ヴ ェ ル レ ー ヌ の 詩 集 『 言 葉 な き 恋 歌 』の 詩 群 「 忘 れ ら れ た 小 曲 」 か ら 。 第 二 連 〈 た ぐ へ ま せ う 〉 は「 一 緒 に い ま し ょ う 」 と い う 意 味 で 、 思 い を 寄 せ る 人 へ の 呼 び かけ が 全 篇 に 綴 ら れ て い ま す 。  「 時 こ そ 今 は … 」  「 湖 上 」 な ど 中 也の 詩 に 影 響 を 与 え ま し た 。

　 　

（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

 豊 ）
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